






















































































































































































































































































Fig.2　関数のグラフに関する問題例（Carter, et al. 2012）
 

























































































































































































































































































































日時：［第 時限］ 年 月 日 組
［第 時限］ 月 日 組
注意 教育実践を行った 名を仮に 組と
表記した。


































教育実践を行った 組とそうでない 組 仮
称， 名 において，次の通り実施した。
対象：公立中学校 年生 名
日時： 年 月 日 組， 名 ，
日 組， 名




























































また，生徒の解答の中に，「～のときの   と   の関係」































Fig.13  調 事象と関連づけ
　　　 た生徒の主な回答
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